
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東橋北小保護者の声）今まで交流を深めたと

いうが、実際はこのような結果である。東の保護

者が望んでいる方向で前向きに考えてほしい／地

域外の学校に行ったとしても地域の活動に支障は

ないと考える／耐震については以前から説明をも

らっているが、自分達が求めている答えとは違う

 第３回統合準備委員会では、10 月末から行われた東橋北小保護

者対象の個人面談の結果が報告され、特に学区外通学希望者の状況

について、意見交換を行いました。 
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市内の公立小中学校は、震災時の避難施設として使用されるため、その建物の耐震性能は一般の建

物の 1.25 倍（構造耐震指標 Is 値≧0.75）となっています。西橋北小学校の校舎については、平成

12 年に耐震診断を実施し、平成 13 年に耐震補強工事が行われました。しかし、この工事から約 10

年が経過しているため、ご心配の声をいただいています。そこで、今夏、西橋北小学校トイレの大改

修工事を行うにあたり、各棟各階のコンクリートコア調査（コンクリートを抜き取った強度調査）を

実施しました。その結果、上記耐震性能の基準値を上回る数値が確認されました。西橋北小学校は、

現在も耐震性が確認されております。どうかご安心ください。 

【次回の予定】 
 
と き 
 1１月２７日（火）19時  
ところ 
 橋北地区市民センター 
 ２階 会議室 
 
＊会議の傍聴は可能です 

（西橋北小保護者の声）西小を希望しない保護

者がこれだけいる、西小を拒否されるという事実

が悲しい／西小へ来てほしいという願いだけであ

る／統合は決定しているので、子ども達を中心に

据えた議論をしたい／西小の先生も子どももあた

たかい雰囲気である。前向きに考えてほしい 

「地域の学校としての在り方」「保護者の思いにどう応えるか」など、

多くの意見が出されました。本会議で議論いただいた内容も踏まえ

ながら、検討を進めてまいります。 

個人面談結果（学区外通学希望に関すること） 

○ 参加世帯数 37 世帯（１～５年生 全 38 世帯） 

○ 主な意見 

・中央小又は中部西小への学区外通学を希望する（3３世帯） 

（主な理由）・西橋北小の耐震性に不安があるから 

           ・西橋北小の校舎・施設の古さ等が嫌だから 

      ・友達と一緒の学校へ行かせたいから 

      ・中央小で太鼓を続けたいから 

      ・いじめられるかもしれない 

      ・中部中学校への進学を視野に入れて   

・学区外通学を希望しない 

（主な理由）・中央小までの距離は長く不安である   

      ・子どもが西小を希望している 

       ・東西橋北の統合であり、決定した以上は西へ行くものである

西橋北小学校の耐震対策について 


